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I研 究の成果(1000南 程度)
機械的強度 ・生体適合性 ・タンパク
質非吸着性 に優れ る高機能ハイ ドロゲ
ル の創製 は、 ソフ トコンタク トレンズ
(SCL)などのバイオマテ リアルの高機
能化に繋 がる重要 なテーマである。そ
こで、連続装用 を可能 にす る新規SCL
材料の創製 をター ゲ ッ トとし、生体膜
類似構造 を有す るモ ノマー:2-メタク
リロイル オ キシエ チル ボスホ リル コ
リン(MPC)、お よび架橋剤:2-(メタク
リロイル オキシ)エチル[N-(2－メタク
リロイル オ キシ)エチル]ボスホ リル
コ リン(MMPC)を用いて、高機能新規 リン脂質ポ リマーハイ ドロゲル を作製 した。MMPC
は、分子内にホスホ リル コ リン基 を有す る水溶性 の架橋剤であることか ら、MPCゲ ル と
水 ・細胞間の親 和性 を保ちつつ含水率、機械 的強度 を改善す ることが期待 され る。MMPC
で架橋 したMPCポ リマーハイ ドロゲル の含水特性、引張 り特性 、耐汚れ性、表面濡れ性
、酸素透過性 を評価 した。結果、MMPC架 橋剤 を用 いるこ とに より、ゲル含水率を角膜
と同程度 にまで抑制でき、また引張強度を従来の架橋剤 を用 いたMPCゲ ル よ り250%高
めることができた。 タンパ ク質吸着量 は市販 のSCL群 の4%～40%と 極めて低い値 であ
り、またMMPC自 身が耐汚れ性を有す ることが示唆 され た。酸素透過性は、市販 されて
い るポ リ-2-ヒドロキシエチル メタクリレー ト(poly(HEMA))系のSCLのお よそ3倍 の値 を
示す ことがわかった。そ して、このMPCゲ ルの厚 さがおよそ70ｵmであれば連続装用が
可能な酸素透過率が得 られ ることがわかった。表面水濡れ性 は市販 のSCLよ り高かった
ことか ら、レンズ と水 との親和性が高 く ドライアイになる危 険性が従来 よ りも低 くなると
考え られ る。 以上、リン脂質型架橋剤MMPCを 用いて作製 したMPCポ リマーハイ ドロ
ゲル は連続装用SCL材 料 として有用であると結論できた。 今後、高い酸素透過性 ・耐汚
れ性 ・親水性 をMPCポ リマーハイ ドロ
ゲル はSCLの みな らず眼内 レンズや人
工硝子体 といったバイオマテ リアルへ の
応用にも大いに期待 され る。
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• Tatsuro GODA, Junji WATANABE, Madoka TAKAI, and Kazuhiko ISHIHARA 
 Novel Biocompatible Phospholipid Polymer Hydrogels as Soft Contact Lens Materials 
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